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2006年度 アルゴリズム論・試験問題

問題 1以下の重み付きグラフの全点対間最短路を Flov¨■7anllanのアルゴリズムを用いて求めることを
考える                              .

3

頂点i,,c{1,2,3,4,5)および正の筆数 mについて,

4r)= すべての宅間頂擦が π以下であるような頂点 iから頂点′へ至る道の中で
重みの和が最小の道の重みとする  但し,そのような道がないときは ∞ とする

と定義する ただし,a9は oとする また,4Pを 第 i行 第 ′列の成分とする行列をつ(‐lとする

(1)4ツは一mlcどのようにして求められるか 1::.

(2)一般に頂点の個数 ■のグラフにおいて,D←)の要素とつ●
1)の要素の間になりたつ関係式を求

oぶ犠た関献によ;.
のような工夫が必鶏い

(4)上記のグラフ■ついで.
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この計算結果をもとにして やけで求めた装を用いて 42.42を 求めなさい ただし,実際にK■l
で求めた式に値を代入して計算し,その途中経過も示すこと 答だけを書いたものについては点数を

0後
ZF蓄:算iZttIを纂贔うしげitttξ幾混うち磐鶴翁轟霞藍霧2
とする このとき,任意の頂点から任意の頂点ヘデータをき信する際に,最も信頼できるデータ送信
経路を求めるl‐は,FloyこWashauのアルゴリズムの関係書をどのように変更したらよいか?

問題は裏に続きます

最短経路の重みを求めることができる 最短経路を求めるには さらにど
鰊 :こ和
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問題 2次のPllmのアルゴリズムと重み付き無向グラウσに対して以下の設間に答えよ ただし,7を
Cの頂点集合 (■,ゅ,“ ,2,35,tt,″ )とする また,辺は,tul,ゆ )のように,辺の端点2つの要素から
なる集合で表すことにする        ‐

1 任意に選んだ頂点 rのキーの値を 0.
それ以外の頂点のキーの値を∞として,
プライオリティキュー |を構成する
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for e‐ ´` v in ▲djEul aO
if(v in Qかつ w(u,v)く key[vII){
Parent〔 VI‐ ■;
kev Eva ‐ 口(u,v),
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ここで,v(u,vlは辺{u,υ )の重みを表し,ⅨTm、c■″mは,プライォリティキュ=から最イつキー
を持つ要素を抽出する操作であり,4dl‖ は頂点uが隣接する頂点の集合を表,
′ =や1,t2,●〕とし,カツトσ=(77,7-V′ )を考える 0と交差する辺をすべて牧挙せよ,

上記のカットσに対する軽い辺を求めよ

辺集合
`=({ゅ

,t74〕 ,● ,ヽ●),{υ4,υ5),(“ ,お })●侵害しないカットをすべて求めよ

グラフCに対してPiム のアルゴリズムを適用することを考える このとき,以下の空欄を埋めよ
1行日で ■として υlが選ばれたとする このと青,最初に 4行日で ■として選ばれるのば,頂
点■ である そして,卜9行日の設定の結果,鰐同 ‐[亘□.時回 三回 埼 回

=回 となる よつて,次に 4行日で uとして選ばれるのは,頂点 である この u
一

,

となる その後,4行
という順番になる

(6)上記 (4)の実行の結果得られる pallentの情報をすべての頂点に対して記せ

岡燿 3チョムスキー標準形の文脈自由文法C‐ llV● ,り,ス
')を
考える ただし,

″ ={,ス,2,α X〕 ,
■ ‐ (S→ ″ ,X→

'α
B→ ″ QID σ→

“
,q■JJ

とする 文字列υ=α
「

…α。(aC')が Cによって生成されるかどうかを Oo・L・

`8aml YounOの
ア

ルゴリズムを用いて検査する問題を考える X事'町  al.11と なるような非終端記号Xの集合を Cヽ′
で表
'こ
のとき,以下の間に答えよ

(1)'→・
“
acとなるτ

`{a,0)・
はどのような記号列か

12)Cが生成する言語疇どのような言雷か 簡潔に説明しなさい 
―(oq′ はどのように求められるか ら」を求める式を書け

(41q」 考再帰的に求ゅるためのセ 書け       、
6)このCに対して (3),141の解法を適用したとき,記号列o=あ

“
に対する解析行列 (この Cに対して (3),141の解法を迎電したとき,

行第′列成分をσ。 とする行列)を解割用紙上に:


